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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  製造を簡単にできるようになる。また、たと
えば電極間のショートの憂いのないものを得ることがで
きる。
【解決手段】  液晶を介して対向配置された各基板を外
囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液
晶表示部を有し、前記各基板のうち前記液晶表示部を観
察する側の基板と異なる他の基板の液晶と反対の面側に
光散乱膜が形成されている
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶を介して対向配置された各基板を外
囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液
晶表示部を有し、
前記各基板のうち前記液晶表示部を観察する側の基板と
異なる他の基板の液晶と反対の面側に光散乱膜が形成さ
れていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  液晶表示パネルとこの液晶表示パネルの
背面に配置されるバックライトとを備え、
前記液晶表示パネルは、液晶を介して対向配置された各
基板を外囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素か
らなる液晶表示部を有し、
前記各基板のうちバックライト側の基板の液晶と反対の
面側に光散乱膜が形成されていることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項３】  液晶を介して対向配置された各基板を外
囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液
晶表示部を有し、
前記各基板のうち前記液晶表示部を観察する側の基板と
異なる他の基板の液晶と反対の面側に偏光板およびこの
偏光板と該基板との間に光散乱膜が形成されていること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】  液晶表示パネルとこの液晶表示パネルの
背面に配置されるバックライトとを備え、
前記液晶表示パネルは、液晶を介して対向配置された各
基板を外囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素か
らなる液晶表示部を有し、
前記各基板のうちバックライト側の基板の液晶と反対の
面側に偏光板およびこの偏光板と該基板との間に光散乱
膜が形成されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】  液晶を介して対向配置された各基板を外
囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液
晶表示部を有し、
前記各基板のうち前記液晶表示部を観察する側の基板と
異なる他の基板の液晶と反対の面側に屈折率分布をもつ
膜が形成されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】  液晶表示パネルとこの液晶表示パネルの
背面に配置されるバックライトとを備え、
前記液晶表示パネルは、液晶を介して対向配置された各
基板を外囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素か
らなる液晶表示部を有し、
前記各基板のうちバックライト側の基板の液晶と反対の
面側に屈折率分布をもつ膜が形成されていることを特徴
とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に係
り、たとえばＳＴＮ（超ねじれネマティック）型の半透
過反射型液晶表示装置に関する。
【０００２】
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【従来の技術】液晶表示装置は液晶を介して対向配置さ
れる透明基板を外囲器とし、該液晶の広がり方向に多数
の画素からなる液晶表示部を有して構成されている。該
各画素には一対の電極が形成され、これら電極の間に生
じさせる電界によって液晶の分子を挙動させ、その挙動
を配向膜および偏光板によって可視化させることによっ
て、液晶の光透過具合（輝度）を認識できるようにな
る。また、このような液晶表示装置において、一方の透
明基板の液晶側の面に、光の一部を透過させ、残りの光
を反射させる金属層からなる半透明膜を形成することに
よって、該一方の透明基板の液晶と反対側からのバック
ライトの光を透過させるモードと、他方の透明基板の液
晶と反対側からの太陽光等の外来光をその入射方向側へ
反射させるモードとを両用できる構成となっているもの
が知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、このような構
成からなる液晶表示装置は、一方の透明基板の液晶側の
面に形成する半透明膜の形成はたとえばスパッタリング
装置により行い、液晶表示装置の製造を煩雑にするもの
であった。また、液晶側の面は、他の種々の材料層が積
層された部分からなり該半透明膜の存在によってたとえ
ば電極間のショート等の憂いも潜在する構成となってい
た。本発明は、このような事情に基づいてなされたもの
で、その目的は、製造を簡単にし得る液晶表示装置を提
供することにある。また、本発明の他の目的は、たとえ
ば電極間のショートの憂いのない液晶表示装置を提供す
ることにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
以下のとおりである。
【０００５】手段１．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置された各基板を外囲器と
し、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液晶表示
部を有し、前記各基板のうち前記液晶表示部を観察する
側の基板と異なる他の基板の液晶と反対の面側に光散乱
膜が形成されていることを特徴とするものである。
【０００６】手段２．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶表示パネルとこの液晶表示パネルの背面に
配置されるバックライトとを備え、前記液晶表示パネル
は、液晶を介して対向配置された各基板を外囲器とし、
該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液晶表示部を
有し、前記各基板のうちバックライト側の基板の液晶と
反対の面側に光散乱膜が形成されていることを特徴とす
るものである。
【０００７】手段３．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置された各基板を外囲器と
し、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液晶表示
部を有し、前記各基板のうち前記液晶表示部を観察する
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側の基板と異なる他の基板の液晶と反対の面側に偏光板
およびこの偏光板と該基板との間に光散乱膜が形成され
ていることを特徴とするものである。
【０００８】手段４．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶表示パネルとこの液晶表示パネルの背面に
配置されるバックライトとを備え、前記液晶表示パネル
は、液晶を介して対向配置された各基板を外囲器とし、
該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液晶表示部を
有し、前記各基板のうちバックライト側の基板の液晶と
反対の面側に偏光板およびこの偏光板と該基板との間に
光散乱膜が形成されていることを特徴とするものであ
る。
【０００９】手段５．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置された各基板を外囲器と
し、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液晶表示
部を有し、前記各基板のうち前記液晶表示部を観察する
側の基板と異なる他の基板の液晶と反対の面側に屈折率
分布をもつ膜が形成されていることを特徴とするもので
ある。
【００１０】手段６．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶表示パネルとこの液晶表示パネルの背面に
配置されるバックライトとを備え、前記液晶表示パネル
は、液晶を介して対向配置された各基板を外囲器とし、
該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液晶表示部を
有し、前記各基板のうちバックライト側の基板の液晶と
反対の面側に屈折率分布をもつ膜が形成されていること
を特徴とするものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明による液晶表示装置
の実施例を図面を用いて説明をする。
実施例１．図３は、本発明による液晶表示装置の構成を
示すもので、液晶表示パネルＰＮＬとこの液晶表示パネ
ルＰＮＬの背面に配置されるバックライトＢＬとから構
成されている。
【００１２】ここで、液晶表示パネルＰＮＬは、液晶を
介して対向配置された各透明基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２を
外囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる
液晶表示部を有するようになっている。
【００１３】また、バックライトＢＬは該液晶表示パネ
ルＰＮＬに対向する面から均質な光が照射され、該液晶
表示パネルＰＮＬの各画素を透過して観察者側へ入射さ
れるようになっている。
【００１４】また、液晶表示パネルＰＮＬは、前記バッ
クライトＢＬからの光とは別に、たとえば太陽光等の外
来光が観察者側から入射され、該液晶表示パネルＰＮＬ
に形成された光散乱層によって反射され、各画素を透過
して観察者側へ入射されるようになっている。
【００１５】すなわち、液晶表示パネルの液晶表示部の
観察は、バックライトＢＬからの光を透過させるモード
と、観察者側からの太陽光等の外来光を該観察者側へ反
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射させるモードとを両用させることによってなされるよ
うになっている。
【００１６】図２は液晶表示パネルＰＮＬの一実施例を
示す平面図である。また、図２のＩ－Ｉ線における断面
図を図１に示している。まず、図２において、液晶を介
して対向配置される透明基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２があ
る。
【００１７】透明基板ＳＵＢ１とＳＵＢ２との重なり領
域は液晶表示領域ＡＲを構成し、この液晶表示領域ＡＲ
を囲むシール材ＳＬによって液晶を封入するとともに透
明基板ＳＵＢ１に対する透明基板ＳＵＢ２の固着が図れ
るようになっている。
【００１８】透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面には、その
ｘ方向に延在しｙ方向に並設される各走査電極ＧＴがた
とえばＩＴＯ（Indium Tin Oxide）等の透光性の材料で
形成されている。これら各走査電極ＧＴはその一端がシ
ール材ＳＬを超えて延在され、その延在部からは走査信
号が供給されるようになっている。
【００１９】また、透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面に
は、そのｙ方向に延在しｘ方向に並設される各画素電極
ＰＸがたとえばＩＴＯ等の透光性の材料で形成されてい
る。これら各画素電極ＰＸはその一端がシール材ＳＬを
超えて延在され、その延在部からは映像信号が供給され
るようになっている。
【００２０】各走査電極ＧＴのうちの１つが走査信号に
よって選択され、その選択のタイミングに合わせて各画
素電極ＰＸに映像信号を供給することにより、該走査電
極ＧＴと各画素電極ＰＸとの重なり部分の液晶の光透過
率が該映像信号に応じて制御されるようになっている。
【００２１】走査電極ＧＴと画素電極ＰＸとの間の電位
差による電界によって液晶が挙動し、この液晶の挙動は
後述する配向膜ＯＲＩ１、ＯＲＩ２および偏光板ＰＯＬ
１、ＰＯＬ２によって可視化され、液晶の光透過率を輝
度として認識できるようになっている。
【００２２】図１は、図２のＩ－Ｉ線における断面を示
した図である。透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面には、ま
ず、カラーフィルタＦＩＬが形成されている。このカラ
ーフィルタＦＩＬはたとえば顔料が含まれた樹脂材から
構成され、たとえばｙ方向に並設された各画素からなる
画素群を共通の色とし、ｘ方向にたとえば赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、青（Ｂ）、赤（Ｒ）、…の順に配置されてい
る。
【００２３】カラーフィルタＦＩＬが形成された透明基
板ＳＵＢ１の表面には平坦化膜ＯＣが形成されている。
この平坦化膜ＯＣはたとえば塗布によって形成される樹
脂材から形成され、カラーフィルタＦＩＬの形成によっ
て形成される段差を表面に顕在化されないようにしてい
る。
【００２４】平坦化膜ＯＣの表面には走査電極ＧＴが形
成されている。この走査電極ＧＴは図中左側から右側に
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かけて延在する複数の帯状電極からなり、たとえばＩＴ
Ｏ（Indium Tin Oxide）によって形成されている。この
各走査電極ＧＴはその一端側から走査信号が供給される
ようになっている。
【００２５】また、これら走査電極ＧＴが形成された透
明基板ＳＵＢ１の表面には配向膜ＯＲＩ１が形成されて
いる。この配向膜ＯＲＩ１はたとえば樹脂膜の表面にラ
ビング処理された構成からなり、直接に接触する液晶Ｌ
Ｃの分子の初期配向方向を決定づけるようになってい
る。
【００２６】また、透明基板ＳＵＢ１の液晶ＬＣと反対
側の面には、その全域にわたって光拡散板ＬＳ１が、こ
の光拡散板ＬＳ１の上面には位相差板ＰＢ１が、さらに
その上面には偏光板ＰＯＬ１が貼付されている。
【００２７】ここで、光拡散板ＬＳ１は半透明膜の機能
を有するように屈折率分布をもった膜から構成されてい
る。これにより該光拡散板ＬＳ１によって、透明基板Ｓ
ＵＢ１の液晶と反対側の面から照射された光を液晶側に
透過させるとともに、液晶側から入射された光は該液晶
側へ反射させるようになっている。
【００２８】さらに、このように構成された透明基板Ｓ
ＵＢ１と液晶ＬＣを介して対向配置された透明基板ＳＵ
Ｂ２は、その液晶側の面に、まず、画素電極ＰＸが形成
されている。この画素電極ＰＸは図中紙面表から紙面裏
にかけて延在する複数の帯状電極からなり、たとえばＩ
ＴＯ（Indium Tin Oxide）によって形成されている。こ
の各画素電極ＰＸはその一端側から映像信号が供給され
るようになっている。
【００２９】また、これら画素電極ＰＸが形成された透
明基板ＳＵＢ２の表面には配向膜ＯＲＩ２が形成されて
いる。この配向膜ＯＲＩ２はたとえば樹脂膜の表面にラ
ビング処理された構成からなり、直接に接触する液晶Ｌ
Ｃの分子の初期配向方向を決定づけるようになってい
る。
【００３０】また、透明基板ＳＵＢ２の液晶と反対側の
面には、その全域にわたって光散乱層ＬＳ２が、その上
面には位相差板ＰＢ２が、その上面には位相差板ＰＢ３
が、さらにその上面には偏光板ＰＯＬ２が貼付されてい
る。
【００３１】なお、透明基板ＳＵＢ１とＳＵＢ２との間
には球状のビーズからなるスペーサＳＰが配置され、こ
のスペーサＳＰによって液晶ＬＣの層厚を均一かつ一定
に保持せんとしている。
【００３２】なお、上述した実施例では、透明基板ＳＵ
Ｂ１側に走査電極ＧＴを透明基板ＳＵＢ２側に画素電極
ＰＸを形成したものである。しかし、透明基板ＳＵＢ１
側に画素電極ＰＸを透明基板ＳＵＢ２側に走査電極ＧＴ
を形成するようにしても同様の作用を有することはもち
ろんである。
【００３３】このように構成された液晶表示装置は、従
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来透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面の走査電極ＧＴの下層
に絶縁膜を介して配置された光透過反射膜（光透過と光
反射の各機能を有する膜）の機能を、該透明基板ＳＵＢ
１の液晶と反対側の面に形成した光散乱層ＬＳ１でもた
せるようにして構成したものである。
【００３４】この光散乱層ＬＳ１はたとえば樹脂材によ
ってそれ単独で構成できるもので、透明基板ＳＵＢ１に
たとえば貼付させることによって上述した構成とするこ
とができる。このため、透明基板ＳＵＢ１の製造とは別
個に形成できるとともに、液晶表示装置の製造を簡単に
することができる。
【００３５】また、従来のように透明基板ＳＵＢ１の液
晶側の面の走査電極ＧＴの下層に絶縁膜を介して光透過
反射膜を配置させた構成は、該絶縁膜に形成されるピン
ホール等によって各走査電極ＧＴのうち少なくとも２つ
が光透過反射膜を通してショートする不都合が生じてい
たが、上述した構成とすることにより、その弊害もなく
すことができるようになる。
【００３６】さらに、本実施例では光散乱層ＬＳ１を透
明基板ＳＵＢ１と偏光板ＰＯＬ１との間に設けている。
これにより、反射モードの際に偏光板ＰＯＬ１によって
光が吸収されて暗くなるというロスを低減できる。
【００３７】また、上述した実施例では、透明基板ＳＵ
Ｂ２側にも光散乱層ＳＬ２を設けた構成としている。し
かし、この光散乱層ＳＬ２は必ずしも設けなくてもよ
い。むしろ、設けない方がいわゆるヘイズ値（光散乱の
度合いを表す数値）を小さくでき、クリアな表示が得ら
れるからである。
【００３８】また、上述した実施例では、各画素は一方
の透明基板側に形成された走査電極と他方の透明基板側
に形成された画素電極との重なり部で構成したものを示
しているものである。しかし、本発明はいわゆるアクテ
ィブ・マトリクス型と称される液晶表示装置にも適用さ
れることはいうまでもない。
【００３９】アクティブ・マトリクス型の液晶表示装置
は、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基
板の液晶側の面に、そのｘ方向に延在しｙ方向に並設さ
れるゲート信号線とｙ方向に延在しｘ方向に並設される
ドレイン信号線とで囲まれた領域を画素領域とし、これ
ら各画素領域に、ゲート信号線からの走査信号によって
作動されるスイッチング素子と、このスイッチング素子
を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画
素電極を備えて構成されている。この画素電極は他方の
基板の液晶側の面に、各画素領域に共通に形成された対
向電極との間に電界を発生せしめるようになっている。
【００４０】
【発明の効果】以上説明したことから明らかなように、
本発明による液晶表示装置によれば、製造を簡単にでき
るようになる。また、たとえば電極間のショートの憂い
のないものを得ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明による液晶表示装置の一実施例を示す
構成図であり、図２のＩ－Ｉ線における断面図を示して
いる。
【図２】  本発明による液晶表示装置の一実施例を示す
平面図である。
【図３】  本発明による液晶表示装置の一実施例で、液*

8
*晶表示パネルとバックライトとを示した図である。
【符号の説明】
ＳＵＢ…透明基板、ＦＩＬ…カラーフィルタ、ＧＴ…走
査電極、ＯＲＩ…配向膜、ＳＬ…光散乱層、ＰＯＬ…偏
光板、ＰＸ…画素電極、ＳＰ…スペーサ、ＳＬ…シール
材。

【図１】

【図２】
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